
施策４６２

地域のなかで子どもを
健全に育成できる環境をつくる



安心して子育てができ、子ども・若者が夢や希望をもてるまちをつくる

地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

「地域のなかで子どもたちが健やかに成長している」と思う区民の割合（％）

学童クラブの待機児童数（人）

ー ー ー ー 70

ー ー ー ー 78

67.8 ー ー ー 75.1

ー ー ー ー 78.6

139 129 33 0 55

0 0 0 0 0

139 187 207 145 246

251 281 47 84 14

令和８年度 施策評価シート

基本目標 Ⅳ安心して暮らせる「すみだ」をつくる

政 策 460

施 策 462

未来を担う大切な子ども・若者が、開かれた地域のなかでさまざまな人とつながり、人に対する思いやりの

施策の 心を育みながら、輝く笑顔にあふれ健全に成長しています。

目標

１ 基本計画における成果指標の状況

指標名

基準年(H28) H29 H30 H31 R2

目標

実績

R3 R4 R5 R6 R7

目標

実績

指標名

基準年(H28) H29 H30 H31 R2

目標

実績

R3 R4 R5 R6 R7

目標

実績



２ 目標と現状（実績）についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述 総事業費推移（千円）

学童クラブの定員拡充及び申請方法の見直しを行っているが、人口増等に伴う学童
R5 2,053,372

クラブニーズの増加から、待機児童の解消には至っていない。

そのため、引き続き墨田区子ども計画に基づき、区立学童クラブ事業の推進を図る
R6 2,282,486

ともに、児童館事業の改善・充実を図ることによって、子どもを健全に育成できる環

境の充実を図る必要がある。
R7 2,978,456

３ 施策の評価及び判断理由

評価 理由

学童クラブ待機児童解消に向け、令和８年４月１日から新たに５９名分の定員を確保

Ｂ したが、待機児童の解消には至らなかったため、取組を強化する必要がある。

４ 今後の施策の運営方針

施策の戦略的方向性

● (１) 優先的に資源投入を図る

○ (２) 現状維持とする

○ (３) 現状維持だが、より効率的な運営を図る

○ (４) 資源投入の縮小を図る

上記の判断理由

学童クラブは、人口のみならず、ニーズの地域偏在も課題となっている。また、児童館は、居場所機

能として引き続き重要なものとなっている。

今後の具体的な方針

分室の開設（1室。令和9年度開設予定）に向けた準備を進めていくとともに、老朽化した児童館の更

新や改修を計画的に進めていく。



５ この施策に係る事務事業
総事業費

決算額(A) 人コスト(B)
番号 事務事業名 主管課 (A+B) 評価結果

（千円） （千円）
（千円）

児童館管理運営委託経費 子育て政策課
1 811,638 19,992 831,630 現状維持

文花児童館建設事業費 子育て政策課
2 604,960 2,608 607,568 現状維持

民間児童館活動支援事業費 子育て政策課
3 2,348 869 3,217 現状維持

亀沢二丁目暫定広場管理事 子育て政策課
4 1,386 1,738 3,124 現状維持

業費

地域組織活動育成経費 子育て政策課
5 150 869 1,019 現状維持

学童クラブ管理運営費 子育て政策課
6 1,428,630 21,730 1,450,360 改善・見直しのうえ継続

私立学童クラブ助成費 子育て政策課
7 49,353 8,692 58,045 改善・見直しのうえ継続

放課後児童支援事業費 子育て政策課
8 16,244 4,346 20,590 統合や縮小を検討

認可保育所等熱中症対策支 子育て政策課
9 2,034 869 2,903 廃止を検討

援事業費（子育て政策課）



令和８年度 事務事業評価シート No. 1

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 児童館管理運営委託経費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3402

児童厚生施設として、児童の健全育成を図ると共に、地域住民のコミュニティ形成を図る。事業の充実に併せ

目 的 て、効率的・弾力的な管理運営を図るために、その管理運営を指定管理者に委ねる。

全ての児童（１８歳未満）とその保護者
対 象 者

・児童福祉法 ・墨田区児童館条例及び同施行規則 ・墨田区学童クラブ条例及び同施行規則 ・児童館の管理
根拠法令

運営等に関する要綱
関連計画

実施基準 法令基準 実施方法 全部委託 人員体制・委託先 社会福祉法人雲柱社 外

児童福祉法第４０条に基づき、地域の児童に対して健全な遊びの場所と機会を提供し、その心身を育成し情操

をゆたかにすることを目的とした１８歳未満の児童を対象とする屋内型児童厚生施設で、墨田区では小学校２校

におおむね１館の割合で１１館を配置し、平成３０年度には分館１館を開設した。運営は、全て指定管理者に委

託している。平成２９年度からは、第二種社会福祉事業の利用者支援事業及び地域子育て支援拠点事業（子育て

ひろば事業）を実施している。また、サービスの質の向上を図るため、第三者評価及び利用者満足度調査を実施
事業内容

している。

開始年度 昭和６１年度 終了予定

委託開始年度

・さくら橋コミュニティセンター 昭和６１年から公設民営で開設

・墨田児童会館 平成１３年度から移行

・文花児童館 、外手児童館 平成１５年度から移行

・中川児童館 平成１６年度から移行

・東向島児童館、立川児童館 平成１７年度から移行

・立花児童館、八広はなみずき児童館 平成１８年度から移行

・八広児童館、江東橋児童館 平成１９年度から移行

経 過

[令和４年６月（企画総務委員会）] 旧文花小学校跡地活用（文花児童館の移転整備）について

[令和４年決算特別委員会] 児童館事業予約システムの導入について

[令和５年３月（子ども文教委員会）] 児童館条例の改正主旨について
議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 701,657 735,785 731,151 793,443 817,216 933,483

A.決算額（令和８年度は見込み） 699,142 725,497 726,259 784,360 811,638 933,483

国 21,687 62,487 42,583 51,011 52,169 53,685

財 源 都 21,687 18,269 14,933 25,412 54,757 21,550

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 655,768 644,741 668,743 707,937 704,712 858,248

執行率（％） 99.64 % 98.6 % 99.33 % 98.86 % 99.32 % 100 %

B.人コスト 11,435 6,543 5,958 21,970 19,992

総事業費（A+B） 710,577 732,040 732,217 806,330 831,630

予算書P（令和８年度） P166 2 執行実績報告書P（令和７年度）



11 11 11 11

11 11 11 11 11 11

11 11 11 11

11 11 11 11 11 11

559,000 563,800 568,300 649,900

477,300 358,000 471,000 574,000 579,000 602,000

555,575 560,454 575,739 647,625

338,651 491,676 573,204 598,695 647,990 645,158

No. 1

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

委託料 784,360 委託料 811,638 委託料 933,441

報償費 42

概 要 概 要 概 要

児童館管理運営委託 児童館管理運営委託 児童館管理運営委託

第三者評価委託 第三者評価委託 第三者評価委託

外部委員報償費

指 標 児童館数 単 位 館

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

11 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

児童館は区内に１１館（他分館１）あり、今後も現体制を維持していく。

事 業 の

成 果 指 標 児童館利用者数（11館）	 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

602,000 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

成果となり得る利用者数を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

児童館は、18歳未満児童の居場所となり得る重要な施設であり、引き続き効果的かつ効率的

に運営していく必要がある。
現状維持

課題・問題点



令和８年度 事務事業評価シート No. 2

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 文花児童館建設事業費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3402

旧文花小学校跡地への文花テニスコート移設に伴う管理棟及び老朽化が進む文花児童館の移転先として、両機能

目 的 を有した複合施設を整備する。

全ての児童（１８歳未満）とその保護者
対 象 者

・児童福祉法 ・墨田区児童館条例及び同施行規則 ・墨田区学童クラブ条例及び同施行規則
根拠法令

・児童館の管理運営等に関する要綱
関連計画

実施基準 区独自基準 実施方法 一部委託 人員体制・委託先 東武谷内田・上篠建設共同企業体	外

文花児童館移転のための整備を行う。

事業内容

開始年度 令和５年度 終了予定 令和９年度

令和５年度 基本設計

令和６年度 実施設計

令和７年度 建設工事

令和８年度 建設工事

令和９年度 建設工事

令和10年度 新施設開設予定

経 過

[令和４年６月（企画総務委員会）] 文花児童館の跡地利用について

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 0 0 28,581 72,710 611,620 7,000

A.決算額（令和８年度は見込み） 0 0 20,511 72,581 604,960 7,000

国 0 0 0 0 57,013 7,000

財 源 都 0 0 0 0 25,946 0

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 0 0 20,511 72,581 522,001 0

執行率（％） - % - % 71.76 % 99.82 % 98.91 % 100 %

B.人コスト 0 0 3,405 1,831 2,608

総事業費（A+B） 0 0 23,916 74,412 607,568

予算書P（令和８年度） P169 1 執行実績報告書P（令和７年度）



139 129 33 0

0 0 0 0 0 0

139 187 207 145

246 251 281 47 87 18

559,000 563,800 568,300 649,900

477,300 358,000 471,000 574,000 579,000 602,000

555,575 560,454 575,739 647,625

338,651 491,976 573,204 598,695 647,990 645,158

No. 2

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

委託料 72,581 工事請負費 596,760 工事請負費 7,000

委託料 8,200

概 要 概 要 概 要

実施設計及び埋蔵文化財試掘調査等 新築工事及び埋蔵文化財本調査等 新築工事等

指 標 学童クラブの待機児童数			 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

0 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

文花児童館の移転に伴う学童クラブ定員数の拡充により育成環境が整備されることを目標とする。

事 業 の

成 果 指 標 児童館利用者数（11館）			 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

602,000 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

児童館利用の成果となり得る利用者数を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

本建設工事を着実に進める必要がある。

現状維持

課題・問題点

区民ニーズを満たした安心・安全・快適な児童館となるよう、開設準備を進める必要がある。



令和８年度 事務事業評価シート No. 3

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 民間児童館活動支援事業費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3402

先駆的・先進的な活動事業を実施する民間児童館の設置者に対して、その事業運営費の一部を補助することによ

目 的 り、区内における児童健全育成及び子育て支援の推進に寄与することを目的とする。

区内民間児童館設置者
対 象 者

墨田区民間児童館先駆的活動事業推進補助要綱
根拠法令

関連計画

実施基準 区独自基準 実施方法 直営 人員体制・委託先 担当係長１・常勤１	

私立児童館の事業において、先駆的・先進的事業ができるように、一定の基準を設けて民間児童館の活動を支援

する。

当該年度に先駆的・先進的な次に掲げる活動事業を3つ以上実施

・保育園児と子育て交流事業

・マタニティ（妊婦）子育て支援事業
事業内容

・異年齢世代交流野外活動事業

・国際交流ボランティア事業

・特別相談･支援事業

・その他、区長が適当と認める事業

開始年度 平成２０年度 終了予定

区内の民間児童館は、国の民間児童館補助金の交付を受けていたが、国が平成16年度で廃止する方向性を示した

際に、特例で先駆的・先進的事業を実施する児童館として認定され補助が継続されてきた。しかし、平成19年度

で特例補助が廃止されることになったため、当該事業が継続できるよう、一定の基準を設け、支援することとす

る。			

経 過

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 2,097 2,097 2,097 2,126 2,349 2,349

A.決算額（令和８年度は見込み） 1,222 2,097 1,950 2,126 2,348 2,349

国 0 0 0 0 0 0

財 源 都 610 1,048 975 1,062 1,174 1,174

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 612 1,049 975 1,064 1,174 1,175

執行率（％） 58.27 % 100 % 92.99 % 100 % 99.96 % 100 %

B.人コスト 880 818 851 915 869

総事業費（A+B） 2,102 2,915 2,801 3,041 3,217

予算書P（令和８年度） P166 4 執行実績報告書P（令和７年度）



112 120 120 120

120 120 120 120 120 120

112 129 139 113

113 121 147 142 113 104

60 60 60 60

60 60 60 60 60 60

63 63 62 62

4 10 23 61 152 162

No. 3

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

負担金補助及び交付金 2,126 負担金補助及び交付金 2,348 負担金補助及び交付金 2,349

概 要 概 要 概 要

補助金 補助金 補助金

指 標 利用登録 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

120 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

実際の活動実績となり得る利用登録児童数を指標とする。								

事 業 の

成 果 指 標 事業回数			 単 位 回

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

60 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

成果となり得る事業回数を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

引き続き民間児童館の支援として補助していく。

現状維持

課題・問題点



令和８年度 補助金評価シート No. 3

補助金名 民間児童館先駆的活動事業推進補助金				

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3402

墨田区民間児童館先駆的活動事業推進補助要綱							

根拠法令

民間児童館の事業において、先駆的・先進的事業ができるように、一定の基準を設けて活動を支援する。						

	

補助概要

先駆的・先進的な活動事業を実施する民間児童館の設置者に対して、その事業運営費の一部を補助することによ

目 的 り、区内における児童健全育成及び子育て支援の推進に寄与することを目的とする。									

区内民間児童館設置者

対 象

基 準 区独自基準

当該年度に先駆的・先進的な次に掲げる活動事業を3つ以上実施

・保育園児と子育て交流事業

・マタニティ（妊婦）子育て支援事業

・異年齢世代交流野外活動事業

・国際交流ボランティア事業
補助条件

・特別相談･支援事業

・その他、区長が適当と認める事業								

開始年度 平成２０年度 終了予定

区内の民間児童館は、国の民間児童館補助金の交付を受けていたが、国が平成16年度で廃止する方向性を示した

際に、特例で先駆的・先進的事業を実施する児童館として認定され補助が継続されてきた。しかし、平成19年度

で特例補助が廃止されることになったため、当該事業が継続できるよう、一定の基準を設け、支援することとす

る。

経 過

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 2,097 2,097 2,097 2,126 2,349 2,349

A.決算額（令和８年度は見込み） 1,222 2,097 1,950 2,126 2,348 2,349

国 0 0 0 0 0 0

財 源 都 610 1,048 975 1,062 1,174 1,174

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 612 1,049 975 1,064 1,174 1,175

執行率（％） 58.27 % 100 % 92.99 % 100 % 99.96 % 100 %



112 120 120 120

120 120 120 120 120 120

112 129 139 113

113 121 147 142 113 104

60 60 60 60

60 60 60 60 60 60

63 63 62 62

4 10 23 61 152 162

No. 3

指 標 利用登録数					 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

120 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

実際の活動実績となり得る利用登録児童数を指標とする。

補助金の

成 果 指 標 事業回数			 単 位 回

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

60 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

成果となり得る事業回数を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

引き続き民間児童館の支援として補助していく。

現状維持

課題・問題点



令和８年度 事務事業評価シート No. 4

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 亀沢二丁目暫定広場管理事業費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3403

区有地の暫定的な有効活用を図り、子どもが安全に利用できる広場を整備する。

目 的

亀沢二丁目暫定広場を利用する子ども及びその関係者
対 象 者

亀沢二丁目暫定広場の設置及び管理に関する要領
根拠法令

関連計画

実施基準 区独自基準 実施方法 一部委託 人員体制・委託先 常勤２人、シルバー人材センター

亀沢二丁目暫定広場（以下「広場」という。）を安全で快適に利用できる環境としていくため、広場の開錠、

施錠、清掃、補修工事等を実施する。

・施設名称：亀沢二丁目暫定広場

・所在地：亀沢２－２４（住居表示）
事業内容

・敷地面積：１２５３．６９㎡

開始年度 令和６年度 終了予定

令和６年５月～８月 広場整備工事

令和６年９月 暫定利用開始

経 過

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 0 0 0 37,905 1,672 1,633

A.決算額（令和８年度は見込み） 0 0 0 37,885 1,386 1,633

国 0 0 0 0 0 0

財 源 都 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 37,885 1,386 1,633

執行率（％） - % - % - % 99.95 % 82.89 % 100 %

B.人コスト 0 0 0 1,831 1,738

総事業費（A+B） 0 0 0 39,716 3,124

予算書P（令和８年度） P166 1(2) 執行実績報告書P（令和７年度）



― ― ― ―

― ― ― ― 205 359

― ― ― ―

― ― ― ― 193 359

― ― ― ―

― ― ― ― 205 359

― ― ― ―

― ― ― ― 193 348

No. 4

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

工事請負費 37,258 委託料 1,156 委託料 1,581

委託料 550 工事請負費 207 役務費 28

需用費 61 需用費 18 需用費 24

役務費 16 役務費 5

概 要 概 要 概 要

広場整備工事、開錠・清掃業務委託等 広場補修工事、開錠・清掃業務委託等 開錠・清掃業務委託等

指 標 広場の清掃等の管理日数 単 位 日

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

359 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

広場を安全で快適に利用できるようにするため、広場の清掃等の管理日数を目標値とした。

事 業 の

成 果 指 標 広場の年間開場日数 単 位 日

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

359 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

区有地を暫定的に有効活用するという観点から、広場の開場日を目標値とした。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

亀沢二丁目区有地の本格活用策が定まるまでの間、事業を継続する。

現状維持

課題・問題点

当該区有地の本格活用に向けて、より地域に根差した活用方法を検討する必要がある。



令和８年度 事務事業評価シート No. 5

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 地域組織活動育成経費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3402

地域における児童の健全育成に寄与するために、児童館と連携して活動する自主的な団体を支援する。

目 的

「墨田区地域組織活動運営基準」(昭和62年10月5日62墨厚児第404号)に基づいて運営し、その活動が児童館と有
対 象 者

機的な連携をもって展開される地域組織とする。

墨田区地域組織活動費補助要綱								
根拠法令

関連計画

実施基準 区独自基準 実施方法 直営 人員体制・委託先 担当係長１・常勤１

地域組織の活動を補助していくことで、児童の健全育成に繋がる活動を支援していく。

補助対象となる活動

①児童の事故防止のための奉仕活動

②家庭養育に関する研修

③親子の交流活動
事業内容

④親子の読書活動

開始年度 昭和６２年度 終了予定

補助金額：平成12年度まで15万円、平成13年度から7.5万円に

補助実績：令和３年度年度２団体、令和４年度２団体、令和５年度２団体、令和６年度２団体

令和７年度２団体

（立川児童館と連携するひまわり会、中川児童館と連携する中川つくし会）

経 過

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 150 150 150 150 150 150

A.決算額（令和８年度は見込み） 150 150 150 150 150 150

国 0 0 0 0 0 0

財 源 都 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 150 150 150 150 150 150

執行率（％） 100 % 100 % 100 % 100 % 100 % 100 %

B.人コスト 880 818 851 915 869

総事業費（A+B） 1,030 968 1,001 1,065 1,019

予算書P（令和８年度） P166 3 執行実績報告書P（令和７年度）
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No. 5

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

負担金補助及び交付金 150 負担金補助及び交付金 150 負担金補助及び交付金 150

概 要 概 要 概 要

補助金 補助金 補助金

指 標 地域組織における会員数（２団体）			 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

195 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

地域組織団体は会員数により活動の幅に関係することから、会員数を指標とする。								

事 業 の

成 果 指 標 児童館と共催の行事数（２団体）			 単 位 回

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

15 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

共催している行事数を成果指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

地域と児童館との連携により児童の健全育成に繋がる活動を実施できるよう、引き続き支援

していく。
現状維持

課題・問題点

地域と児童館との連携により児童の健全育成に繋がる活動を実施できるよう、引き続き支援していく。



令和８年度 補助金評価シート No. 5

補助金名 地域組織活動費補助金					

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3402

墨田区地域組織活動費補助要綱					

根拠法令

地域組織の活動を補助していくことで、子どもたちの健全育成に繋がる活動を支援していく。							

補助概要

地域における児童の健全育成に寄与するために、児童館と連携して活動する自主的な団体を支援する。

目 的

「墨田区地域組織活動運営基準」(昭和62年10月5日62墨厚児第404号)に基づいて運営し、その活動が児童館と有

対 象 機的な連携をもって展開される地域組織とする。									

基 準 区独自基準

補助対象となる活動

①児童の事故防止のための奉仕活動

②家庭養育に関する研修

③親子の交流活動

④親子の読書活動									
補助条件

開始年度 昭和６２年度 終了予定

補助金額：平成12年度まで15万円、平成13年度から7.5万円に

補助実績：令和３年度２団体、令和４年度２団体、令和５年度２団体、令和６年度２団体、

令和７年度２団体

（立川児童館と連携するひまわり会、中川児童館と連携する中川つくし会）								

経 過

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 150 150 150 150 150 150

A.決算額（令和８年度は見込み） 150 150 150 150 150 150

国 0 0 0 0 0 0

財 源 都 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 150 150 150 150 150 150

執行率（％） 100 % 100 % 100 % 100 % 100 % 100 %



195 195 195 195

195 195 195 195 195 195

182 200 196 173

176 175 147 135 127 119

15 15 15 15

15 15 15 15 15 15

32 32 32 27

22 26 33 25 23 34

No. 5

指 標 地域組織における会員数（２団体）			 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

195 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

地域組織団体は会員数により活動の幅に関係することから、会員数を指標とする。							

補助金の

成 果 指 標 児童館と共催の行事数（２団体）			 単 位 回

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

15 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

共催している行事数を成果指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

地域と児童館との連携により児童の健全育成に繋がる活動を実施できるよう、引き続き支援

していく。

現状維持

課題・問題点



令和８年度 事務事業評価シート No. 6

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 学童クラブ管理運営費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3406

保護者が就労等により昼間適切な保護及び育成をすることができない児童を対象に、放課後等における遊びと

目 的 生活の場を与え、健全な育成を図る。

保護者が就労等により昼間適切な保護及び育成をすることができない児童
対 象 者

・児童福祉法
根拠法令

・墨田区学童クラブ条例及び同条例施行規則
関連計画

・墨田区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

実施基準 法令基準 実施方法 全部委託 人員体制・委託先 委託先：社会福祉法人 雲柱社 外

児童福祉法の「放課後児童健全育成事業」として、保護者が就労等により昼間適切な保護及び育成をすること

ができない児童（ただし、小学4年生から6年生までは障害、要保護等、特に必要があると区長が認めた場合）を

対象に、放課後等における遊びと生活の場を与え、健全な育成を図る。

事業内容

開始年度 昭和６１年度 終了予定

・令和2年度：43か所（うち分室26か所） 定員1,875人

・令和3年度：44か所（うち分室等26か所) 定員1,905人

・令和4年度：48か所（うち分室等31か所）定員2,079人

・令和5年度：61か所（うち分室等44か所）定員2,511人

・令和6年度：63か所（うち分室等46か所）定員2,646人

・令和7年度：65か所（うち分室等48か所）定員2,732人

・令和8年度：65か所（うち分室等48か所）定員2,781人

※コミュニティ会館内学童クラブを除く。

経 過

[令和3年予特・決特] 学童クラブ拡充・待機児童対策について

[令和4年決特] 学童クラブ待機児童対策について

[令和5年6、7、12月放課後対策・情緒障害児等支援対策特別委員会] 学童クラブ待機児童数について
議会質問

[令和6年6月本会議、7月放課後対策・情緒障害児等支援対策特別委員会] 学童クラブ待機児童数について
の 状 況

令和7年度から事業名・予算名を「学童クラブ管理運営費」に変更

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 880,404 1,041,747 1,238,142 1,330,449 1,475,077 1,698,814

A.決算額（令和８年度は見込み） 869,583 1,019,087 1,238,141 1,279,372 1,428,630 1,698,814

国 106,404 148,194 175,400 217,030 196,001 183,926

財 源 都 114,761 145,194 176,780 233,516 215,634 206,078

その他 117,620 122,970 125,515 136,089 151,989 139,505

一般財源 530,798 602,729 760,446 692,737 865,006 1,169,305

執行率（％） 98.77 % 97.82 % 100 % 96.16 % 96.85 % 100 %

B.人コスト 8,796 12,269 1,702 11,900 21,730

総事業費（A+B） 878,379 1,031,356 1,239,843 1,291,272 1,450,360

予算書P（令和８年度） P167 1(2) 執行実績報告書P（令和７年度）



1,515 1,565 1,615 1,690

1,865 1,945 2,010 2,516 2,706 2,806

1,525 1,575 1,680 1,800

1,875 1,905 2,079 2,511 2,850 2,939

139 129 33 0

55 0 0 0 0 0

139 187 207 145

246 251 281 47 84 14

No. 6

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

委託料 1,279,372 委託料 1,360,707 委託料 1,615,463

使用料及び賃借料 47,116 使用料及び賃借料 48,448

工事請負費 6,413 工事請負費 17,700

需用費 6,308 需用費 7,243

役務費 5,193 役務費 6,037

概 要 概 要 概 要

学童クラブ分室等委託料 学童クラブ管理運営経費 学童クラブ管理運営経費

指 標 公立学童クラブ定員数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

2,806 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

対象者人口及び申込率をもとに推計した必要定員数を指標とする。

事 業 の

成 果 指 標 学童クラブの待機児童数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

0 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

放課後の居場所が必要にもかかわらず受け皿の無い児童の減少を目標とすることから、待機児童

数（4月1日時点）を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

学童クラブ利用児童の振分け方法の見直しや学童クラブ以外の居場所確保を進めることに

加えて、ニーズに合わせた区立学童クラブの定員拡充を図り、引き続き適正に事業を実施す
改善・見直しのうえ継続

る。

課題・問題点

人口増に伴う学童クラブニーズ増加への対応が求められるが、新設できる施設が限定的、民間賃貸で新設する場合の費用対

効果、小学校の学級増による学童クラブ実施場所の確保、人件費等の運営費の負担増等の課題がある。



令和８年度 事務事業評価シート No. 7

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 私立学童クラブ助成費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3460

墨田区内で運営している私立学童クラブに対し、区がその事業に要する経費の一部を補助することにより、児

目 的 童福祉の増進を図る。

区内で私立学童クラブ事業を実施する民間団体
対 象 者

墨田区私立学童クラブ事業補助金交付要綱
根拠法令

関連計画

実施基準 区独自基準 実施方法 直営 人員体制・委託先 主査1・主事1

私立学童クラブに対し、運営に係る経費の一部を補助する。

補助の対象児童は、小学3年生以下とする。

(1) 人件費

(2) 人件費(処遇改善事業)

(3) 人件費（障害児受入推進事業）
事業内容

(4) 人件費（障害児受入れ強化推進事業）

(5) 人件費（医療的ケア児受入推進事業）

(6) 施設維持管理費

(7) 運営費

(8) 施設開設整備費

開始年度 平成５年度 終了予定

平成5年4月1日から事業開始。補助要綱を制定し、社会福祉法人興望館「興望館学童クラブ」に補助開始

平成8年度から一般財団法人本所賀川記念館「本所賀川記念館学童クラブ」に補助開始

平成14年度から一般財団法人共愛館「共愛館学童クラブ」に補助開始

平成25年度から社会福祉法人緑榮会「墨田みどり学童クラブ」に補助開始

令和2年度から社会福祉法人春和会「タムス学童クラブ墨田」に補助開始

令和4年度から社会福祉法人愛理会「クローバー学童クラブ」に補助開始

経 過

[令和3年予特・決特] 学童クラブ拡充・待機児童対策について

[令和4年決特] 学童クラブ待機児童対策について

[令和5年6、7、12月放課後対策・情緒障害児等支援対策特別委員会] 学童クラブ待機児童数について
議会質問

[令和6年6月本会議、7月放課後対策・情緒障害児等支援対策特別委員会] 学童クラブ待機児童数について
の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 28,620 37,439 37,305 53,939 74,191 83,325

A.決算額（令和８年度は見込み） 24,269 34,073 35,022 40,984 49,353 83,325

国 11,250 11,719 11,184 19,365 20,323 18,201

財 源 都 10,950 10,583 11,184 19,365 20,323 18,201

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 2,069 11,771 12,654 2,254 8,707 46,923

執行率（％） 84.8 % 91.01 % 93.88 % 75.98 % 66.52 % 100 %

B.人コスト 2,639 3,272 4,256 6,408 8,692

総事業費（A+B） 26,908 37,345 39,278 47,392 58,045

予算書P（令和８年度） P165 2 執行実績報告書P（令和７年度）



205 205 205 205

245 245 290 290 290 290

205 205 205 205

245 245 260 320 320 360

139 129 33 0

0 0 0 0 0 0

139 187 207 145

246 251 281 47 84 14

No. 7

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

負担金補助及び交付金 40,984 負担金補助及び交付金 49,353 負担金補助及び交付金 83,325

概 要 概 要 概 要

運営費等補助 運営費等補助 運営費等補助

指 標 私立学童クラブ定員数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

290 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

学童クラブの待機児童解消に寄与する定員数を指標とする。

事 業 の

成 果 指 標 公立学童クラブの待機児童数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

0 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

放課後の居場所が必要にもかかわらず受け皿の無い児童の減少を目標とすることから、４月１日

時点の待機児童数を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

学童クラブの待機児童解消及び児童の安全・安心な居場所の確保のために、本補助は必要

不可欠であるため、制度の見直しを検討の上、引き続き補助する。
改善・見直しのうえ継続

課題・問題点

公立学童クラブと私立学童クラブの棲み分けを整理し、その役割に適した補助内容や補助金額を検討していく必要がある。



令和８年度 補助金評価シート No. 7

補助金名 私立学童クラブ事業補助金

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3460

墨田区私立学童クラブ事業補助金交付要綱

根拠法令

私立学童クラブに対し経費の一部を補助することにより、学童クラブ事業の充実、就労等により児童の育成が

困難な保護者の負担の軽減及び児童の健全な育成を図る。

補助概要

墨田区内で運営している私立学童クラブに対し、区がその事業に要する経費の一部を補助することにより、児

目 的 童福祉の増進を図る。

区内で私立学童クラブ事業を実施する民間団体

対 象

基 準 区独自基準

(1) 学童クラブに入会できる児童が区内小学校に在学している又は区内に住所がある小学校３年生以下である

こと。

(2) 育成時間が、授業日は下校時から午後６時まで、休校日は午前８時から午後６時までであること。

(3) 学童クラブの休日は、日曜、祝日及び年末年始に限られること。

(4) 指導員が放課後児童支援員の有資格者又は児童の育成に知識経験を有する者であること。
補助条件

(5) 学童クラブへの入会順位を原則要綱のとおり設定していること。

(6) 学童クラブの定員が、国基準に規定する支援の単位の５割以上であること。

(7) 保護者が負担する利用料金が、著しく高額でないこと。

(8) 学童クラブの位置が、区立小学校の周辺（半径２００ｍ以内）であること（初回申請のみ。）。

開始年度 平成５年度 終了予定

平成5年4月1日から事業開始。補助要綱を制定し社会福祉法人興望館「興望館学童クラブ」に補助開始

平成8年度から一般財団法人本所賀川記念館「本所賀川記念館学童クラブ」に補助開始

平成14年度から一般財団法人共愛館「共愛館学童クラブ」に補助開始

平成25年度から社会福祉法人緑榮会「墨田みどり学童クラブ」に補助開始

令和2年度から社会福祉法人春和会「タムス学童クラブ墨田」に補助開始

令和4年度から社会福祉法人愛理会「クローバー学童クラブ」に補助開始

経 過

[令和3年予特・決特] 学童クラブ拡充・待機児童対策について

[令和4年決特] 学童クラブ待機児童対策について

議会質問 [令和5年6、7、12月放課後対策・情緒障害児等支援対策特別委員会] 学童クラブ待機児童数について

の 状 況 [令和6年6月本会議、7月放課後対策・情緒障害児等支援対策特別委員会] 学童クラブ待機児童数について

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 28,620 37,439 37,305 53,939 74,191 83,325

A.決算額（令和８年度は見込み） 24,269 34,073 35,022 40,984 49,353 83,325

国 11,250 11,719 11,184 19,365 20,323 18,201

財 源 都 10,950 10,583 11,184 19,365 20,323 18,201

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 2,069 11,771 12,654 2,254 8,707 46,923

執行率（％） 84.8 % 91.01 % 93.88 % 75.98 % 66.52 % 100 %



205 205 205 205

245 245 290 290 290 290

205 205 205 205

245 245 260 320 320 360

139 129 33 0

0 0 0 0 0 0

139 187 207 145

246 251 281 47 84 14

No. 7

指 標 私立学童クラブ定員数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

290 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

学童クラブの待機児童解消に寄与する定員数を指標とする。

補助金の

成 果 指 標 公立学童クラブの待機児童数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

0 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

放課後の居場所が必要にもかかわらず受け皿の無い児童の減少を目標とすることから、４月１日

時点の待機児童数を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

学童クラブの待機児童解消及び児童の安全・安心な居場所の確保のために、本補助は必要

不可欠であるため、制度の見直しを検討の上、引き続き補助する。

改善・見直しのうえ継続

課題・問題点

公立学童クラブと私立学童クラブの棲み分けを整理し、その役割に適した補助内容や補助金額を検討していく必要がある。



令和８年度 事務事業評価シート No. 8

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 放課後児童支援事業費

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3463

緑小学校において実施している放課後子ども教室（みどりっ子クラブ）を支援することにより、子どもたちの

目 的 放課後の居場所づくりを行い、学童クラブの待機児童の解消を図る。

みどりっ子クラブの実施日にはみどりっ子の活動に参加していること、緑小学校に在籍している１年生から３
対 象 者

年生までであること、及び保護者が就労等により児童の放課後の育成が困難であること、の全てを満たす児童

放課後児童対策パッケージ（国）
根拠法令

関連計画

実施基準 区独自基準 実施方法 全部委託 人員体制・委託先 労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団

保護者が就労等により昼間適切な保護及び育成をすることができない児童を対象に、放課後子ども教室（みど

りっ子クラブ）を支援することにより、放課後の安全で安心な居場所を提供する（フレンズみどり）。

事業内容

開始年度 平成２７年度 終了予定

令和２年度実績：年間延出席児童数 6,007人

令和３年度実績：年間延出席児童数 9,209人

令和４年度実績：年間延出席児童数 10,189人

令和５年度実績：年間延出席児童数 9,236人

令和６年度実績：年間延出席児童数 11,174人

令和７年度実績：年間延出席児童数 11,418人

経 過

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 10,947 10,973 10,910 14,681 16,744 17,747

A.決算額（令和８年度は見込み） 10,775 10,973 10,910 14,681 16,244 17,747

国 0 0 0 0 0 0

財 源 都 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 10,775 10,973 10,910 14,681 16,244 17,747

執行率（％） 98.43 % 100 % 100 % 100 % 97.01 % 100 %

B.人コスト 2,639 4,090 3,405 4,577 4,346

総事業費（A+B） 13,414 15,063 14,315 19,258 20,590

予算書P（令和８年度） P166 5 執行実績報告書P（令和７年度）
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No. 8

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

委託料 14,681 委託料 16,244 委託料 17,747

概 要 概 要 概 要

業務委託料 業務委託料 業務委託料

指 標 フレンズみどりの定員数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

60 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

学童クラブ待機児童解消に寄与する定員数を指標とする。

事 業 の

成 果 指 標 公立学童クラブの待機児童数 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

0 令和８年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

放課後の居場所が必要にもかかわらず受け皿の無い児童の減少を目標とすることから、４月１日

時点における学童クラブの待機児童数を指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

放課後児童対策パッケージにおいて、「放課後児童クラブ・学校関係者の一層の連携・協

力を図っていくことが必要である。」とされていることを踏まえ、学童クラブへの移行を視
統合や縮小を検討

野に、教育委員会との連携・役割分担を含め、フレンズみどりの今後の在り方について検討

していく。

課題・問題点

本事業は緑小学校のみで実施しており、かつ、利用料金は無料であるため、他小学校在籍児童との公平性に課題があること

から、学童クラブとの棲み分けや事業内容の整理が必要である。



令和８年度 事務事業評価シート No. 9

施 策 462 地域のなかで子どもを健全に育成できる環境をつくる

事 業 名 認可保育所等熱中症対策支援事業費（子育て政策課）

主管課 子育て政策課 電話番号（内線） 3402

近年の気候変動の影響等により、熱中症による健康被害が数多く発生しており、来年度以降も厳しい暑さが生じ

目 的 ることが見込まれている。児童館等における熱中症予防対策の備えとして、東京都補助金を活用し、必要物品の

購入等を実施する。

全ての児童（１８歳未満）とその保護者
対 象 者

児童福祉法、子供家庭支援区市町村包括補助要綱
根拠法令

関連計画

実施基準 都基準 実施方法 直営 人員体制・委託先 担当係長１・常勤２

児童館等が必要とする熱中症対策に資する物品（暑さ指数計測器、スポットクーラー、扇風機、日よけシェード

等）の購入等を実施する。

事業内容

開始年度 令和７年度 終了予定 令和７年度

令和７年度 補正予算（第８号）で成立

熱中症対策物品の購入等

経 過

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

予算・決算額推移（単位：千円） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

予算現額（令和８年度は当初予算） 0 0 0 0 2,700 0

A.決算額（令和８年度は見込み） 0 0 0 0 2,034 0

国 0 0 0 0 0 0

財 源 都 0 0 0 0 2,034 0

その他 0 0 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 0 0 0

執行率（％） - % - % - % - % 75.33 % - %

B.人コスト 0 0 0 0 869

総事業費（A+B） 0 0 0 0 2,903

予算書P（令和８年度） ― 執行実績報告書P（令和７年度）



― ― ― ―

― ― ― ― ― 10

― ― ― ―

― ― ― ― ― 10

― ― ― ―

― ― ― ― ― 602,000

― ― ― ―

― ― ― ― ― 645,158

No. 9

主な予算・決算の内訳（単位：千円）

令和６年度（決算） 令和７年度（決算） 令和８年度（当初予算）

節 金額 節 金額 節 金額

工事請負費 832

需用費 710

備品購入費 492

概 要 概 要 概 要

熱中症対策物品の購入

熱中症対策物品の設置工事

指 標 交付施設数 単 位 館

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

10 令和７年度

実績

手 段 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(活動指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

熱中症対策物品を必要とする全ての施設に整備する必要があるため、交付施設数を活動指標とする

事 業 の 。

成 果 指 標 児童館利用者数（11館） 単 位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 H31

目標

602,000 令和７年度

実績

目 的 に
R2 R3 R4 R5 R6 R7

対する指標

(成果指標)
目標

実績

指標の選定理由及び目標値の理由

施設利用者数を成果指標とする。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

単年度事業であり、必要とする熱中症対策の整備が完了したため、本事業は終了する。

廃止を検討

課題・問題点


